
　

9
月
17
日
、
特
別
展
「
芥
川

龍
之
介
～
内
な
る
歓
び
と
苦
悩
」

の
記
念
式
典
が
、
新
潮
社
記
念

文
学
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
高
井
有
一
名
誉
館

長
、
佐
藤
隆
信
新
潮
社
社
長
の

ス
ピ
ー
チ
後
、
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
催
を
祝
い

ま
し
た
。
出
席
者
は
早
速
館
内

に
入
り
、
芥
川
龍
之
介
の
直
筆

原
稿
な
ど
数
々
の
展
示
品
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
展
は
11
月
3
日
ま
で
、

新
潮
社
記
念
文
学
館
（
芥
川
龍

之
介
の
生
涯
）、
樺
細
工
伝
承
館

（
芥
川
龍
之
介
の
書
画
）、
平
福

記
念
美
術
館
（
芥
川
龍
之
介
の

遺
愛
品
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
開
館
時
間
9:

00
～
17:

00
（
入

館
は
16:

30
ま
で
）

・
観
覧
料　

仙
北
市
民
は
無
料

で
す
。

　　

９
月
16
日
号
３
Ｐ
掲
載
の
電

話
番
号
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
○
平
福
記
念
美
術

館
（
54
）
３
８
８
８
○
樺
細
工

伝
承
館
（
54
）
１
７
０
０
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

トピックス
話  題
地  域
の
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９
月
20
日
、
紙
風
船
館
駐
車

場
で
西
木
建
設
業
協
会
主
催
の

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
８
社
か

ら
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
西
宮
会
長
が

「
も
し
も
の
時
の
た
め
、
水
防

訓
練
等
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

講
習
会
の
訓
練
を
覚
え
、
自
主

防
衛
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

さ
っ
そ
く
参
加
者
は
、
秋
田

県
水
防
連
技
術
講
師
石
川
和
雄

氏
が
指
導
す
る「
木
流
し
工
法
」

「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」「
積
み
土

の
う
工
法
」
の
水
防
工
法
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

午
後
は
角
館
消
防
署
・
西
木

分
署
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
救
急

講
習
で
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、

災
害
時
の
体
制
や
技
術
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。　

　

日
本
陸
上
連
盟
名
誉
副
会
長
・

佐
々
木
秀
幸
さ
ん
、
田
沢
湖
マ

ラ
ソ
ン
招
待
選
手
の
市
橋
有
里

さ
ん
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

が
9
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の

前
日
受
け
付
け

を
済
ま
せ
た
ラ

ン
ナ
ー
な
ど
、

大
勢
の
方
々

が
参
加
し
ま
し

た
。

　

田
沢
湖
畔

「
共
栄
パ
レ
ス
」

イ
ベ
ン
ト
広
場

で
開
催
さ
れ

た
こ
の
教
室
、

佐
々
木
先
生
か
ら
は
準
備
運
動

の
仕
方
か
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
時

の
姿
勢
、
足
の
運
び
な
ど
丁
寧

な
指
導
が
続
き
ま
し
た
。
市
橋

さ
ん
も
お
手
本
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

フ
ォ
ー
ム
を
披
露
。
参
加
者
は
、

翌
日
に
迫
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
本
番

で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
、
少
し
で

も
生
か
そ
う
と
、
真
剣
な
眼
差

し
で
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

市
橋
さ
ん
の
見
事
な
フ
ォ
ー
ム

熱
心
な
指
導
が
続
く

ま
ず
は
基
本
の
ロ
ー
プ
結
び

各
種
工
法
に
取
り
組
む
参
加
者

多
く
の
展
示
品
に
見
入
る
来
館
者

　西木建設業協会防災訓練
　　災害時に備え、技術習得

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
ラ
ン
ナ
ー
達
の

　
　
真
剣
な
眼
差
し

　
「
芥
川
龍
之
介
～
内
な
る
歓
び
と
苦
悩
」
開
幕

　
　
　
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
記
念
式
典

美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

か
く
の
だ
て
桜
苑
で

　
　
　
　

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

こ
の
度
、
秋
田
県
美
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
組
織
強
化
委
員
会
板
垣

真
澄
さ
ん
他
８
人
が
、
美
容
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。
入
居

者
の
方
も
マ
ニ

キ
ュ
ア
な
ど
の

お
化
粧
に
大
喜

び
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



受賞者 (敬称略 )

【一般の部】
◇最優秀賞：三浦九十九（由利本荘市）
◇優秀賞：冨岡沙樹（仙北市）、加藤
幸憲（大仙市）、澁谷四郎（横手市）、
地主和希（仙北市）
◇敢闘賞：高橋さとみ（由利本荘市）、
田村和子（仙北市）、佐藤修三（八郎
潟町）、高橋惇（由利本荘市）、伊藤舞
子（男鹿市）

【年少の部】
◇最優秀賞：立石静玖（大館市）
◇優秀賞：目黒優月（男鹿市）、高橋
真理香（男鹿市）、東海林悠花（由利
本荘市）

広報せんぼく7

　

仙
北
市
が
誕
生
し
て
５
年
を
迎
え

た
９
月
20
日
、
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
わ

ら
び
劇
場
で
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

記
念
事
業
は
、
仙
北
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
連
絡
協
議
会(

安
藤
大
輔
会

長)

の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
記
念

事
業
と
し
て
は
珍
し
い
民
間
主
体

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
中

に
は
市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
山
神
様
の
お
く
り
も
の
」、
午
後

に
は
「
お
ら
ほ
に
任
せ
ろ
秋
田
の

元
気
！
」
と
題
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
安
藤
会
長

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
ゲ
ス

ト
に
は
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、

門
脇
市
長
、
パ
ネ
ラ
ー
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

た
ざ
わ
村
代
表
浦
山
久
二
さ
ん
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
西
木
研
究

会
代
表
藤
井
け
い
子
さ
ん
、
人
形

師
佐
藤
励
さ
ん
を
迎
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

初
め
に
、
門
脇
市
長
が
「
三
つ

の
町
村
が
家
族
に
な
っ
て
、
仙
北

市
と
い
う
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
仙
北
市
と
い
う

子
ど
も
の
成
長
に
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

佐
竹
知
事
か
ら
は
「
ま
ち
づ
く

り
は
人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
は
人

の
境
を
な
く
し
ま
す
。
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
自
慢
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
方
面
で
活
躍
し
て
い

る
パ
ネ
ラ
ー
３
人
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
浦
山
さ
ん
か
ら
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
た
ざ
わ
村
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
と
地
域
運
営
体
の
農
村
喫
茶
に

つ
い
て
。
藤
井
さ
ん
か
ら
は
、
農

家
民
宿
の
仲
間
と
の
活
動
と
し
て
、

餅
バ
イ
キ
ン
グ
や
内
陸
線
を
使
っ

た
ご
っ
つ
ぉ
列
車
な
ど
の
紹
介
。

佐
藤
さ
ん
か
ら
は
人
形
師
と
し
て

の
活
動
や
若
い
芸
術
家
仲
間
と
の

取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

仙
北
市
を
元
気
に
し
よ
う
と
活

動
し
て
い
る
人
た
ち
の
話
に
、
会

場
に
詰
め
か
け
た
約
４
０
０
人
の

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

     

仙
北
市
５
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　

秋
田
を
、
仙
北
を
元
気
に
！

3 人のパネラーからの活動報告

コーディネーター
を努めた安藤会長

知事が音頭を取り、会場みんな
で「秋田を元気に」

　

第
25
回
生
保
内
節
全
国
大
会
が
、
９
月
22
・
23
日

に
仙
北
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
８
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
一
般
の
部
。
23
日

は
、
予
選
を
通
過
し
た
60
人
で
の
準
決
勝
が
行
わ
れ
、

決
勝
進
出
の
10
人
が
決
定
。
迎
え
た
決
勝
戦
、「
甲

乙
付
け
が
た
く
点
数
に
苦
労
し
た
」
と
審
査
員
の
講

評
が
挙
が
る
ほ
ど
の
激
戦
。
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の

は
三
浦
九
十
九
さ
ん
（
由
利
本
荘
市
）。
地
元
参
加

者
で
は
冨
岡
沙
樹
さ
ん
（
田
沢
湖
）、
地
主
和
希
さ

ん
（
田
沢
湖
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
。
田
村
和
子
さ
ん

（
田
沢
湖
）
が
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

年
少
の
部
で
は
立
石
静
玖
さ
ん
（
大
館
市
）
が
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

  第 25 回生保内節全国大会
　　　　       日本一目指し、唄声競う

最優秀賞の三浦さん
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笑顔いっぱい！
　乗って楽しい内陸線！
　お客様一人ひとりに「私たちの鉄道」として応
援していただく「マイレールキャンペーン」運動を
展開しています！
　皆さんの応援をよろしくお願いします！

●
農
産
物
、
食
品
加
工
品
な
ど
の

出
品
物
募
集
中
で
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
農

山
村
活
性
課
、
Ｊ
Ａ
各
営
農
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま

す
。
申
込
締
切
：
10
月
19
日
（
火
）

●
水
耕
栽
培
コ
ー
ナ
ー
を
特
別
に

設
置
し
ま
す
。

●
主
な
芸
能
イ
ベ
ン
ト

23
日(

土)

11
：
00
～
各
種
郷
土

芸
能
（
く
り
っ
こ
太
鼓
、
角
館
高

等
学
校
飾
山
囃
子
同
好
会
、
角
館

南
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
）

24
日(

日)

11
：
00
～
ネ
イ
ガ
ー

シ
ョ
ー　
（
神
代
小
学
校
体
育
館
）

●
市
制
５
周
年
記
念
大
抽
選
会

市
制
５
周
年
を
記
念
し
、
抽
選
会

を
開
催
し
ま
す
。

産
業
祭
の
２
日
間
、
毎
日
先
着

２
０
０
名
様
に
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

●
農
産
物
等
の
即
売
会
24
日（
日
）

14:

30
か
ら
展
示
さ
れ
て
い
る
農

産
物
等
を
即
売
し
ま
す
。（
非
売

品
は
、
除
き
ま
す
。）

　

産
業
祭
の
チ
ラ
シ
を
10
月
16
日

発
行
号
の
広
報
と
共
に
配
布
し
ま

す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　

10
月
23
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）

■
主
会
場　

神
代
市
民
体
育
館
お
よ
び
駐
車
場

第
６
回 

仙
北
市
産
業
祭

市制５周年
記 念 事 業

会場まで送迎バス等を運行します。
　　　　　（２３日、２４日）
○田沢湖地区　[ 行き ]　田沢出張所 9:00 発 →田
　沢湖庁舎 9:20 発→神代市民体育館 9:50 着
　[帰り ]　神代市民体育館 15:30 発→田沢湖庁
　舎 16:00 発→田沢出張所 16:20 着

○角館地区　[ 行き ]　角館営農センター 9:00 発    
　→角館庁舎 9:15 発→角館駅 9:30 発→神代市
　民体育館着 9:50
　[帰り ]　神代市民体育館 15:30 発→角館駅　
　15:45 発→角館庁舎 16:00 発→角館営農セ       
　ンター 16:15 着

○西木地区　[ 行き ]　西明寺駅 9:15 発 →西木庁   
　舎 9:25 発 →神代市民体育館 9:40 着
　[帰り ]　神代市民体育館 14:35 発→西木庁舎
　14:50 発 →西明寺駅 15:00 着

☆内陸線に接続できます。ご利用ください。

　　仙北市産業祭実行委員会事務局
（仙北市農山村活性課）TEL 43-2206
問

「
笑
顔
で
応
援
広
告
」

 

大
募
集
！

　

列
車
内
の
中
吊
り
広
告
で
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の「
笑

顔
写
真
」
が
広
告
ポ
ス
タ
ー
に
。

応
募
者
に
は
感
謝
を
込
め
て
特
典

を
ご
用
意
し
て
ま
す
。

◇
募
集
期
間　

10
月
31
日
ま
で

◇
応
援
広
告
料
金

　

１
枚
／
１
カ
月
：
３
，
０
０
０
円

◇
ご
応
募
特
典　
「
笑
顔
広
告
特

製
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
な
ど
を
応
募

者
に
進
呈
し
ま
す
。
抽
選
で
温
泉

ペ
ア
宿
泊
券
等
も
当
た
り
ま
す
。

■
詳
し
く
は
駅
等
に
備
え
付
け
て

い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日

秋
田
内
陸
線

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

           　
　

ス
タ
ー
ト
！

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
個
の
ス
タ

ン
プ
を
カ
ー
ド
に
押
印
し
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
の
数
に
応
じ
て
ご
希
望
の
ス

テ
ー
ジ
へ
の
応
募
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
ラ
リ
ー
賞
品

ノ
ー
マ
ル
ス
テ
ー
ジ
（
ス
タ
ン
プ
２
個
）

沿
線
ス
イ
ー
ツ
詰
め
合
わ
せ
Ｂ
Ｏ
Ⅹ

抽
選
で
90
本

シ
ル
バ
ー
ス
テ
ー
ジ
（
ス
タ
ン
プ
５
個
）

ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト　

抽
選
で
24
本

ゴ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
ジ
（
ス
タ
ン
プ
15
個
）

温
泉
ペ
ア
宿
泊
券　

抽
選
で
８
本

◇
ラ
リ
ー
の
応
募

個
人
以
外
に
団
体
、
貸
切
列
車
等
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

定
期
券
利
用
者
は
、
定
期
券
を
提
示

し
て
定
期
外
乗
車
す
る
と
ス
タ
ン
プ

２
倍
!!

団
体
登
録
で
団
体
賞
も
あ
り
。

◇
応
募
期
間
（
最
終
日
必
着
）

第
１
回
目　

平
成
22
年
10
月
１
日
～

平
成
22
年
12
月
20
日

第
２
回
目　

平
成
22
年
12
月
21
日
～

平
成
23
年
２
月
28
日

■
詳
し
く
は
駅
等
に
備
え
付
け
て
い

る
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
付
き
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱

　
　
　

０
１
８
６
（
82
）
３
２
３
１

問
℡
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県
で
は
、
秋
田
内
陸
線
に
10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
運
賃
を
助
成
す
る

制
度
を
設
け
ま
し
た
。
お
仲
間
で
誘
い
合
い
、
お

得
な
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
補
助
対
象
者　

県
内
の
町

内
会
、
自
治
会
、
子
供
会
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
で

10
人
以
上
の
団
体
で
の
旅
行

◇
補
助
金　

運
賃
相
当
額
の

１
／
２
、
片
道
５
０
０
円
／
人

（
往
復
利
用
の
場
合
１
，
０
０
０
円
）
が
上
限

◇
期
間　

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

◇
そ
の
他　

申
請
す
る
場
合
は
事
前
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
申
請
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

募
集
を
終
了
し
ま
す
。

　
　

申
請
先

　

秋
田
県
建
設
交
通
政
策
課
交
通
政
策
班

　
　
　

０
１
８(

８
６
０)

１
２
８
３

　毎年ご好評いただいておりますイベント列車「トコトコもみじ号」
と「トコトコみのり号」が、今年も走ります。今年はどんなイベント
が行われるのか？お楽しみに！
■運行日　10 月 16 日（土）、17 日（日）の 2 日間
■区間・時間　
◇「トコトコみのり号」（角館駅発着）
　角館   8:53 発～鷹巣 11:16 着  折返し  鷹巣 11:50 発～角館 14:08 着
◇「トコトコもみじ号」（鷹巣駅発着）
　鷹巣 10:41 発～角館 13:21 着  折返し  角館 13:37 発～鷹巣 15:55 着

秋田内陸線
利用促進補助金

○今年も賑やかに！「トコトコもみじ号＆みのり号」

秋の行楽シーズン到来です。車窓に広がる秋の極彩色の景色をお楽し
みください。
■運行日　10 月 8 日（金）～ 11 月 7 日（日）

○秋の臨時増発！快速「錦秋号」

※上記以外の駅には停車いたしませんのでご注意ください。
　　秋田内陸縦貫鉄道㈱　TEL 0186-82-3231

角館発 西明寺 八津 松葉 上桧木内 阿仁ﾏﾀｷﾞ 比立内 阿仁合着

9:35 9:43 9:49 9:59 10:15 10:31 10:43 11:01

阿仁合発 比立内 阿仁ﾏﾀｷﾞ 上桧木内 松葉 八津 西明寺 角館着

10:26 10:43 10:51 11:06 11:14 11:23 11:27 11:35

錦秋２号 ( 快速 )

錦秋１号 ( 快速 )

「秋のイベント列車＆臨時増発」

問

℡
問

　
8
月
24
日
、
仙
北
市
（
西
木
地

区
）
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
地
域
防
災

基
本
計
画
に
基
づ
く
防
災
体
制
の

強
化
と
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
訓
練
の
中
で
、
女

性
消
防
団
員
が
参
加
し
た
「
倒
壊

建
物
救
出
訓
練
」
で
は
、
現
場
指

揮
隊
長
指
示
の
も
と
、
地
域
住
民

と
協
力
し
倒
壊
建
物
か
ら
1
名
救

助
す
る
訓
練
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
救
出
さ
れ
た
方
に
応

急
処
置
を
し
、
簡
易
担
架
を
作
り
、

避
難
さ
せ
ま
し
た
。

　
次
に
、
住
民
と
共
に
「
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
」
に
参

加
し
、
最
後
に
ク
リ
オ
ン
駐
車
場

で
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
、
木
材
と
三
角

巾
を
使
用
し
骨
折
箇
所
を
固
定
し

た
り
、
木
材
と
毛
布
を
使
用
し
簡

易
担
架
を
作
っ
た
り
と
、
身
近
に

あ
る
物
で
救
護
・
救
出
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
で
は
、
実
際
に

操
作
す
る
こ
と
で
「
救
え
る
命
」

を
救
う
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

今
回
は
…

　
齋
藤
　
美
香
さ
ん

が
ん
ば
る
！

女
性
消
防
団

が
で
き
ま
し
た
。

　
西
木
地
区
の
十
数
年
に
1
度
の

大
規
模
な
防
災
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
防
災
に
対
す
る
意

識
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
仙
北
市
内
で
も
大
雨
に

よ
る
被
害
も
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
た
め
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
識
ひ
と
つ
で
よ
り
住
み

よ
い
仙
北
市
が
つ
く
れ
た
ら
…
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
西
木

地
区
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
西
木
分
署
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


